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第 53 回  

① 森 林 鉄 道 の 台 車 に 載 せ ら れ る 心 柱 用 材  
巨 大 な 材 な の で 載 せ 換 え る だ け で も 現 地

関 係 者 総 出 で 半 日 以 上 か か っ た  

② 森 林 鉄 道 で の 長 い 用 材 の 運 搬 イ メ ー ジ  

カ ー ブ で は 台 車 の 間 隔 を 詰 め て 曲 が る  

 

③ 下 付 知 で 北 恵 那 鉄 道 の 貨 車 に 載 せ ら れ る  

裏 木 曽 の 心 柱 用 材  
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④ 姫 路 城 天 守 閣 の イ メ ー ジ 1 

⑤ 姫 路 城 天 守 閣 の イ メ ー ジ ２  

２ 本 継 ぎ の 西 心 柱 で あ る こ と で 東 西 の

心 柱 を 繋 ぐ 横 材 を 入 れ る こ と が で き る  

⑥ 平 成 27 年 に 岐 阜 県 中 津 川 市 と

兵 庫 県 市 川 町 に よ っ て 作 ら れ た  

姫 路 城 西 心 柱 用 材 の 継 手 構 造 の  

レ プ リ カ （ 中 津 川 市 役 所 ロ ビ ー ）  
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